
  

 
 

～ 岡田幸子校長先生のお話より ～   

 
今日は、各学年のことをみなさんにお伝えしようと思います。 
 

 一年生   《 授業がすばらしい  ―元気ハツラツ、ハジケて楽しそう― 》 

一年生は、とっても授業がすばらしいんです。 
とにかく授業に臨（のぞ）む姿勢が良くて、そして元気ハツラツ。 
音楽の授業では、最高にハジケています。校歌を歌いまくって、 
本当に楽しそうに歌っています。とってもステキです。 

 

 二年生  《「温かい声かけをしてもらって、うれしくて……」、学校にお礼の電話がありました》 

二年生は、先日の「金沢自主プラン」がありました。 
その自主プランのあとに学校に電話がかかってきました。 
「東山で金石中学校の生徒に会った。生徒が私に声をかけてくれた。 
『箸（はし）、要りませんか。貰（もら）ってください』と声をかけてくれた。 
それがすごく温かい声のかけ方で、その声かけがとってもうれしかった」 

（ …それ、体験で作った箸やろ…と思いますけど…）  

そういう電話がかかってきました。電話に出た教頭先生は、もっとうれしそうでした。 
 

 三年生   《「持って行って良いんですか、ありがとうございます」、 ペコリ 》  

三年生の修学旅行に私（校長先生）もいっしょに行きました。 
ホテルでのバイキング形式の食事のとき、自分でおかずをとるんですが、最後に飲み物（水、牛

乳、オレンジジュースとか）を取るんです。そこで、私は少しお節介（おせっかい）をやいて、グラスに
水や牛乳・オレンジジュースをば～と注（つ）いで並べたんです。そしたら、三年生は、その飲み物を
取っていくときに、「ありがとうございます」って、「取っても良いんですか」「持って行って良いんです
か」と、ちゃんと声をかけてくれる人がほとんどでした。中にはお腹が空きすぎて声も出ないのか、お
盆に持って行って頭をペコリと下げていく…、そんな三年生でした。 

そんなステキな三年生の姿を私も修学旅行で見ることができました。 
 

 
こういう良いお話を聞くと、学年の先生方にお話をします。 
先生たちはみなさん、すごくうれしい顔をするんですよ。 
「えっ、そうですか、まだまだですよ」と言いながらもメッチャいい顔をしています。 

 
それぞれの学年のいいところが出ていると思います。 プチ・『カナイワ プライド』が少しずつ

出てる、と思います。それを積み重ねていってほしいと思います。 

５月も がんばっていきましょう。 


